
No. 分類 意見の概要 本市の考え方

　　　　　　　　　　　「令和７年度 平常時・災害時共通 災害に強い地方創生ネットワーク事業(案)」に関する意見募集について／意見の概要と本市の考え方

1

耐用年数に
ついて

平常時の活
用法につい
て

広報・PRに
ついて

日々延岡市民のためにご尽力頂きありがとうございます。
スマホは1人一台の時代。今後何が起こるか分からない災害に備え、FreeWi-Fiの設置は大きな安心
材料のひとつです。
ですが、莫大な費用もかかっています。耐用年数はどのくらいですか？

平常時の有効活用について、どのように使われるのか分かりづらかったですが、目的をもって様々
な分野で利用できたら良いと思いました。

又、R5にはすでに20ヶ所設置されているようですが、知りませんでした。まずは市民の皆さんへ周
知いただきたいです。若い人にもお年寄りの方にも分かりやすく簡潔でないとスルーしてしまいま
す。

　ナーブネット基地局はアンテナや情報処理用のコンピューター、非常用バッテリー等の部品等から構成
され、それぞれの耐用年数は６年～１０年程度（一番耐用年数が長い部品は17年）です。
　ナーブネットは総務省所管の国立研究開発法人である「情報通信研究機構（NICT）」が研究開発した
ネットワークシステムでありますが、アメリカのスペースX社が提供するスターリンクと比較しても、下
表のとおり費用対効果が高く、基地局の部品等も全て汎用品であるため、初期整備費用は21基地局で約２
億円かかりますが、設置費用や交換費用を安価に抑えることができます。

＜参考＞令和７年度に設置する21基地局のWi-Fi性能と部品等交換費用・ランニング費用の試算

 

　平常時は市民の方、旅行者、出張者など、誰でも無料で利用できるWi-Fiサービス「のべおかスマート
シティWi-Fi」を提供しております。
　市外在住の方に対しては、アンケート回答をお願いし、その結果を分析することで市の政策に反映する
ほか、アンケートにご回答いただいた方に対し、市内のイベント情報や行政情報を送信するとともに「の
べおかCOIN」ポイントを進呈することで市内店舗でのお買い物など、地域内消費の促進や関係人口の増加
を図っています。

　ナーブネットの運用開始以降、記者発表や広報のべおか、各地区の区長会や消防団幹部への説明、防災
訓練等を通して周知を行っておりますが、今後もあらゆる機会をとらえて周知を図ってまいります。
  簡潔でわかりやすい資料や子ども向けの資料等を改めて作成することや、広報等で特集を組んで周知し
たり、イベントや会合、防災訓練に積極的に出向いて直接ご説明する機会を確保するなど、積極的な周知
に取り組んでまいります。
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